
論

説

国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
か
ん
す
る
一
試
論

目

次

は
じ
め
に
|
|
・
問
題
の
所
在

ニ
憲
法
九
九
条
の
論
点
を
め
ぐ
る
学
説
・
判
例

三
国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
の
憲
法
九
九
条
適
否
|
|
若
干
の
詩
論

付
憲
法
改
正
手
続
と
の
関
係

。
国
務
大
臣
の
義
務
の
特
殊
性

同
「
憲
法
へ
の
忠
誠
」
の
評
価

む
す
び
に
か
え
て

南山法学5巻3号 (1981年)

は
じ
め
に
ー
ー
ー
問
題
の
所
在

林

武

九
条
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

日
本
国
憲
法
第
十
章
「
最
高
法
規
」
の
最
後
尾
に
あ
り
、
か
つ
補
則
を
除
く
憲
法
典
の
実
質
部
分
を
し
め
く
く
る
条
文
は
、
第
九

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、

る
義
務
を
負
ふ
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
権
力
の
担
当
者
で
あ
る
す
べ
て
の
公
務
員
に
対
し
て
、

護
を
義
務
づ
け
、
も
っ
て
憲
法
の
保
障
(
〈
由
正
富
田
口
ロ
尚
一
回
官
『
白
ロ
昨
日
。
)
に
資
す
る
一
手
段
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

33 

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す

日
本
国
憲
法
の
尊
重
と
擁

の
最
高
法
規
で
あ
っ
て
(
九
八
条
)
、
国
政
の
基
本
法
で
あ
り
、

そ
の
最
高
目
的
は
不
可
侵
・
永
久
の
も
の
と
し
て
人
が
享
有
す
べ
き
基
本

憲
法
は
、
国
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入
閣
の
尊
厳
に
も
と
づ
く
基
本
的
自
由
と
権
利
の
保
障
を
根
本
理
念
と
す

る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
最
高
法
規
と
さ
れ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
憲
法
が
公
権
力
担
当
者
に
よ
る
侵
害
・
背

反
を
う
け
る
こ
と
な
く
、
つ
ね
に
国
政
の
規
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
近
代
立
憲
主
義
の
基
本
的
要
請
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
近
代

憲
法
は
、
違
憲
審
査
制
、
権
力
分
立
制
な
ど
の
制
度
上
の
保
障
の
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
を

的
人
権
の
保
障
に
あ
る
(
九
七
条
)
。
別
言
す
れ
ば
%
憲
法
は
、

な
'
す
も
の
と
し
て
、
国
家
権
力
の
行
使
者
に
憲
法
の
遵
守
を
命
じ
、
憲
法
か
ら
の
逸
脱
を
封
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
日
本
国
憲
法
九
九
条
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、
一
切
の
公
務
員
に
憲
法
の
尊
重
擁
護
を
義
務
づ
け
た
も
の
で
あ

り
、
憲
法
保
障
制
度
の
重
要
な
部
分
を
形
造
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

， ， 

九
九そ
条れ
lζl乙
つも
いカ〉

てか
のわ
学ら
説ず
lζ 
ょこ
るれ

警そ
は A

党震
で u

h 兵

三佳
と 24
は EZi
L、ピヨ
え七:
丈r '.:!' 
ぷな
。く
7 判

ぶ明
し孟4

2長
〈な

内-廿は
後
述
す
る

こ
と
lζ 
も
因
.っ
て
か

昨
年
か
ら
本
年
(
一
九
八
O

八
一
年
)
に
か

け
て
奥
野
法
務
大
臣
(
鈴
木
内
閣
)
に
よ
る
一
連
の
憲
法
改
正
発
言
が
国
会
等
に
お
い
て
な
さ
れ
る
に
及
ん
で
(
も
っ
と
も
、
類
似
の
問

題
は
そ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
が
て

九
九
条
に
定
め
る
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
内
容
な
い
し
性
格
お
よ
び
そ
れ
と
九
六
条
の
憲
法
改
正
規

定
と
の
関
連
ぞ
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
、
と
く
に
国
務
大
臣
の
国
会
に
お
け
る
改
憲
発
言
は
同
条
の
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を

具
体
的
に
検
討
す
る
ζ

と
が
、
憲
法
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
山
本
稿
も
、
右
の
課
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
、
解
釈
論
の
水
準
で
試

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

奥
野
法
相
の
い
わ
ゆ
る
改
憲
発
言
は
、
政
治
的
文
脈
を
と
も
な
っ
て
多
岐
に
及
ん
で
い
る
が
、
本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
も
の
に

限
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
現
行
憲
法
が
占
領
軍
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ゆ
え
改
憲
(
な

仁)

九
九
条
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
憲

法
九
九
条
の
尊
重
擁
護
義
務
と
改
憲
論
議
と
は
矛
盾
し
な
い
し
、
憲
法
自
身
が
九
六
条
に
改
正
条
項
を
定
め
て
い
る
」
と
の
見
解
が
表
明

い
し
「
自
主
憲
法
」
制
定
)
論
議
が
必
要
で
あ
る
旨
強
調
し
、
改
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
第
九
条
、
前
文
第
二
段
の
国
際
平
和
主
義

規
定
な
ど
奇
挙
示
す
る
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
際
、



内

sv

さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
右
を
一
個
の
具
体
的
な
素
材
と
し
て
、
主
題
の
考
察
を
す
す
め
た
い
。

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

ヰ註

(
1
)

九
九
条
の
「
公
務
員
」
に
は
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の
ほ
か
、
公
共
企
業
体
職
員
の
よ
う
な
公
的
性
格
を
有
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者

す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
同
条
は
、
文
言
上
、
「
天
皇
又
は
摂
政
」
と
「
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
」
と
を
区
別

し
て
い
る
が
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
負
う
点
で
両
者
に
全
く
相
違
は
な
い
の
で
あ
り
、
天
皇
ま
た
は
摂
政
色
、
そ
の
地
位
が
日
本
国
憲
法
の
下

に
お
い
て
一
種
の
公
務
を
担
当
す
る
公
職
で
あ
る
点
で
、
実
質
的
に
公
務
員
に
ほ
か
な
ら
な
い
(
参
照
、
宮
沢
俊
義
著
・
芦
部
信
喜
補
訂
『
会
訂

臼
本
園
出
血
法
』
(
一
九
七
八
年
)
八
一
九
頁
)
。
本
稿
で
も
、
以
下
、
天
皇
等
を
含
め
た
広
義
の
「
公
務
員
」
概
念
を
用
い
て
い
る
。

(
2
)

本
稿
で
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
一
九
八
O
年
の
奥
野
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
問
題
よ
り
以
前
に
は
、
付
倉
石
農
林
大
臣
(
佐
藤
内
閣
)
の
一

九
七
八
年
二
月
六
日
閣
議
後
の
記
者
会
見
に
お
け
る
、
態
法
の
平
和
主
義
非
難
発
言
一
、
な
ら
び
に
、
同
稲
葉
法
務
大
臣
(
三
木
内
閣
)
の
一
九

七
O
年
五
月
三
日
憲
法
記
念
日
の
自
主
憲
法
制
定
国
民
会
議
総
会
会
場
に
お
け
る
改
憲
推
進
発
言
、
お
よ
び
同
大
臣
の
同
月
七
日
参
議
院
決
算
委

員
会
に
お
け
る
欠
陥
憲
法
発
言
、
が
問
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
と
問
題
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
功
「
日
本
国
憲
法
の
課
題
|
l
憲

法
三
O
年
の
歩
み
の
な
か
か
ら
|
|
』
(
一
九
七
六
年
)
二
九
七
|
三
O
二
頁
が
正
確
で
詳
し
い
。
な
お
、
右
の
倉
石
発
言
問
題
を
き
っ
か
け
と

し
て
書
か
れ
た
同
「
憲
法
の
尊
重
と
は
何
か
」
世
界
一
九
六
八
年
六
月
号
(
前
掲
書
一
六
九

l
一
八
九
頁
に
再
収
。
本
稿
で
は
以
下
こ
の
再
収
書

よ
り
引
用
す
る
)
が
こ
の
問
題
の
憲
法
上
の
論
点
の
解
明
を
行
な
っ
て
い
る
。

(
3
)

こ
の
点
に
か
ん
す
る
研
究
と
し
て
、
佐
藤
功
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
|
|
奥
野
法
相
の
改
憲
発
言
一
の
憲
法
問
題
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

一
九
八

O
年
一
二
月
号
(
悶
『
憲
法
問
題
を
考
え
る
|
|
視
点
と
論
点
』
二
四
一
|
二
五
六
頁
(
一
九
八
一
年
)
に
再
収
。
本
稿
で
は
以
下
こ
の

再
収
書
よ
り
引
用
す
る
)
、
金
子
勝
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
と
『
改
憲
』
言
動
」
立
正
法
学
一
四
巻
一
ニ
H
四
号
(
一
九
八
一
年
)
一

|
二
五
頁
、
が
出
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)

新
聞
報
道
(
朝
日
新
聞
名
古
屋
版
)
に
拠
っ
て
拾
い
上
げ
る
位
ら
、
ほ
ぼ
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

付
一
九
八

O
年
八
月
二
七
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
。
「
政
治
家
と
し
て
の
所
見
だ
が
」
と
断
っ
た
上
で
、
「
今
の
憲
法
は
占
領
軍
の
指
示
に
奉

づ
い
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
聞
か
ら
自
分
た
ち
で
(
憲
法
を
)
作
ろ
う
と
い
う
議
論
が
出
る
の
は
望
ま
し
い
」
、
「
憲
法
九
条
の
よ

う
な
独
立
の
基
本
と
な
る
条
文
に
つ
い
て
も
有
力
政
党
聞
に
一
八
O
度
の
違
い
が
あ
る
。
だ
か
ら
国
民
合
意
の
中
で
(
憲
法
を
)
作
り
直
そ
う

35 
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と
い
う
の
な
ら
好
ま
し
い
こ
と
だ
」
と
答
弁
し
た
(
八
月
二
七
日
付
夕
刊
。
な
お
、
引
用
文
中
の
(

乙
の
点
、
以
下
も
同
じ
)
。

伺
同
年
一

O
月
一
日
、
臨
時
閣
議
後
の
記
者
会
見
。
「
自
衛
隊
が
違
憲
と
い
わ
れ
る
存
在
で
は
、
い
く
ら
装
備
を
充
実
し
て
も
役
に
立
た
な
い
」
、

「
今
ま
で
は
改
憲
の
内
容
に
ふ
れ
る
こ
と
は
い
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
改
憲
発
言
の
目
標
が
憲
法
九
条
の
改
正
に
あ
っ
た

こ
と
を
初
め
て
示
唆
し
た
(
一

O
月
二
日
付
)
。

伺
同
月
九
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
。
「
日
本
に
は
昭
和
二
六
年
ま
で
主
権
が
な
か
っ
た
。
憲
法
に
は
主
権
は
国
民
に
あ
る
と
書
い
て
あ
る
が
、

主
権
は
占
領
軍
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
会
政
府
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
(
占
領
軍
の
)
指
示
に
基
づ
い
て
(
憲
法
が
)
つ
く
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
は
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
う
」
と
答
弁
し
た
。
た
だ
し
、
直
後
に
、
右
の
「
主
権
」
が
「
施
政
権
」
の
誤
り
で
あ
っ
た
旨
旨
訂
正
し

て
い
る
(
同
月
九
日
付
夕
刊
)
。

仲
間
月
一
五
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
。
憲
法
前
文
第
二
段
の
「
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生

存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
」
と
い
う
規
定
は
、
「
理
想
的
に
考
え
て
(
将
来
)
自
主
憲
法
が
作
ら
れ
る
よ
う
な
際
に
は
、
そ
ζ

が
い
い
か

ど
う
か
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
答
弁
し
た
(
一

O
月
一
五
日
付
夕
刊
)
。

伺
一
九
八
一
年
二
月
七
日
の
発
言
。
同
月
九
日
発
売
予
定
の
週
刊
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
憲
法
改
正
問
題
に
関
連
し
て
、
「
八
三
年
の

参
院
選
ま
で
に
、
(
改
憲
内
容
の
)
結
論
が
出
れ
ば
、
国
民
の
批
判
を
求
め
た
ら
よ
い
」
と
答
え
て
い
る
ζ

と
を
確
認
し
た
(
二
月
七
日
付
夕

刊)。

付
同
月
二
月
一
一
一
一
日
、
静
岡
県
相
良
町
に
お
け
る
自
由
民
主
党
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
で
の
講
演
。
「
外
国
の
求
め
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
日

本
は
『
憲
法
が
許
さ
な
い
』
と
い
う
だ
け
で
済
む
の
か
な
、
と
い
い
た
い
。
(
憲
法
を
)
改
正
す
る
か
し
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
結
論
を

出
し
た
方
が
よ
い
。
憲
法
あ
っ
て
の
国
で
な
く
、
国
あ
っ
て
の
憲
法
だ
」
と
述
べ
た
(
二
月
二
三
日
付
)
。

仲
間
月
二
五
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
。
「
未
来
永
劫
改
正
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
は
考
え
て
い
伝
い
。
将
来
、
情
勢
を
判
断
し
な
が
ら
、
憲
法

が
(
情
勢
に
)
合
わ
な
い
面
が
出
で
き
た
ら
(
改
正
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
弁
し
た
(
二
月
二
五
日
付
夕
刊
)
。

(
5
)

一
九
八
O
年
九
月
二
日
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
談
話
を
発
表
し
た
際
に
、
そ
れ
に
補
足
す
る
形
で
述
べ
た
も
の
(
朝
日
九
月
二
日
付

夕
刊
)
。

)
は
朝
日
新
聞
に
よ
る
掃
入
で
あ
り
、



憲
法
九
九
条
の
論
点
を
め
ぐ
る
学
説
・
判
例

憲
法
九
九
条
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
学
説
・
判
例
(
判
例
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
が
)
は
、

ほ
ぽ
、
次
の
よ
う
な
点
を
明
ら
か
に
し
て

、'
p
o

'u
・4

ま
ず
、
九
九
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
、
国
政
の
担
当
者
は
国
家
権
力
を
制
約
す
る
根
本
法
と
し
て
の
憲
法
を
遵
守
し
て

国
政
を
行
な
う
べ
し
と
い
う
近
代
憲
法
思
想
の
必
然
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
こ
の
よ
う
な
法
の
支
配
位
い
し
憲
法
の
最
高
法
規
性
を
保
障

←) 
す
る
た
め
に
、
国
民
の
信
託
に
よ
り
国
政
を
運
用
す
る
機
関
で
あ
る
公
務
員
(
も
っ
と
も
、
天
皇
な
い
し
摂
政
は
、
国
事
行
為
を
な
す
限

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

り
で
右
の
運
用
に
関
与
し
う
る
に
と
ど
ま
る
)
に
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
を
課
し
た
規
定
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
定
め
た
の
は
、
こ
れ
ら

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
憲
法
制
定

の
者
が
憲
法
を
尊
重
擁
護
す
る
か
否
か
が
最
も
直
接
に
こ
の
憲
法
の
運
命
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
、

時
よ
り
さ
ほ
ど
時
を
経
な
い
で
書
か
れ
た
書
物
は
、
と
り
わ
け
次
の
点
を
強
調
し
て
い
る
|
|
「
特
に
旧
憲
法
下
に
お
い
て
、
国
家
の
指

導
的
立
場
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
憲
法
の
精
神
を
裏
切
る
行
為
が
な
さ
れ
、
絶
対
専
制
的
な
政
治
体
制
へ
と
転
移
し
て
い
っ
た

るあ
でと
あを
ろ顧
うすみ
L_~る

とな
。ら

ば

こ
の
公
務
員
の
義
務
の
強
調
は
経
過
規
定
を
除
く
憲
法
の
最
後
の
候
文
と
し
て
、
誠
に
処
を
得
た
も
の
と
い
え

本
条
が
、

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
保
障
に
仕
え
る
重
要
な
一
制
度
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
乙
と
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
具
体
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的
問
題
の
考
察
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ
る
。

同
つ
ぎ
に
、
九
九
条
が
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
主
体
を
「
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、

員
」
と
定
め
、
国
民
を
義
務
主
体
と
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
も
つ
意
味
に
さ
ほ
ど
の
留
意
を
示
し
て
い
な

い
学
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
説
は
、
「
〔
憲
法
〕
制
定
者
た
る
国
民
が
そ
れ
を
尊
重
し
、
擁
護
す
べ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
は
、
特
別
の

規
定
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
が
公
務
員
の
義
務
だ
け
を
規
定
し
、
国
民
の
義
務
を
誼
わ
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
、
当
然

国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
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の
こ
と
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
わ
が
憲
法
で
も
、
国
民
の
自
覚
を
う
な
が
す
意
味
で
、
国
民
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
か
か
げ

た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
山
(
〔
〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
)
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
乙
れ
は
、
九
九
条
が
国
民
に
つ
い

で
こ
の
義
務
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
の
意
味
を
正
し
く
解
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
列
挙
の
際
の
不
用
意
な
脱
漏
な
ど
で

は
な
く
て
、
憲
法
の
尊
重
擁
護
を
命
じ
た
も
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
国
民
で
あ
る
と
い
う
古
典
的
立
憲
主
義
の
見
地
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ

句
、
公
務
員
の
憲
法
へ
の
忠
誠
が
国
民
に
対
す
る
忠
誠
で
あ
る
ζ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
れ
r
別
言
す
れ
ば
、
日
本
国
憲
法
は
、
国
民

が
憲
法
の
最
終
的
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
も
(
一
一
一
条
、
九
七
条
)
、
憲
法
へ
の
忠
誠
の
名
の
下
に
国
民
の
自
由
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
を
拒
否
す
る
、
徹
底
し
た
自
由
主
義
・
相
対
主
義
の
立
場
を
採
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
宣
明
し
た
も
の
が
九
九
条
で
あ

る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
務
大
臣
な
ど
公
務
員
の
改
憲
言
動
に
つ
い
て
は
九
九
条
違
反
が
問
題
と
な
る
の
に
対
し
、
国
民
の
そ
れ
の
場
合
は
九

九
条
は
問
題
に
な
り
ょ
う
も
な
い
。
つ
ま
り
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
か
ん
し
て
公
務
員
と
国
民
と
で
は
、
問
題
は
原
理
的
に
異
な
る
も

の
で
あ
っ
て
、
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
に
対
し
て
九
九
条
を
根
拠
に
批
判
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
言
論
一
般
を

抑
え
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
汚
の
は
当
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務
の
性
格
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
こ
れ
を
倫
理
的
・
道
徳
的
義
務
で
み
る
と
解
す

る
説
と
、
法
律
的
義
務
と
み
る
説
と
の
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
両
者
に
さ
ほ
ど
の
実
質
的
差
異
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
代
表

的
書
物
は
、
「
乙
の
義
務
は
倫
理
的
、
道
徳
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
条
〔
H
九
九
条
〕
は
道
徳
的
、
倫
理
的
要
請
を
抽
象
的

国
に
現
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
条
か
ら
直
ち
に
法
律
的
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
:
:
:
法
律
に
よ
り
本
条
の
義
務
が
法
律
上
の

義
務
と
し
て
具
体
化
さ
れ
な
い
場
合
に
は
政
治
的
効
果
が
生
ず
る
に
止
ま
る
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
乙
れ
は
、
「
法
律
に
よ
り

宣
誓
の
義
務
を
定
め
る
場
合
に
は
本
条
が
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
と
な
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
法
律
に
よ
り
法
律
的
効
果
が
生
ず
る
」
乙
と

を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
、
人
事
官
に
か
ん
す
る
国
家
公
務
員
法
六
条
一
項
・
人
事
院
規
則
二

i
一
O
、

一
般
職
の
職
員



に
か
ん
す
る
国
家
公
務
員
法
九
七
条
・
人
事
院
規
則
一
四
六
、
地
方
公
務
員
に
か
ん
す
る
地
方
公
務
員
法
三
一
条
、
警
察
職
員
に
か
ん

す
る
警
察
法
三
条
、
自
衛
隊
員
に
か
ん
す
る
自
衛
隊
法
五
三
条
な
ど
を
挙
げ
て
い
列
。
別
書
は
、

さ
ら
に
、

国
家
公
務
員
の
懲
戒
事
由

(
国
家
公
務
員
法
人
二
条
二
号
)
な
い
し
裁
判
官
の
弾
劾
事
由
(
裁
判
官
弾
劾
法
二
条
一
号
)
と
さ
れ
て
い
る
職
務
上
の
義
務
違
反
の
な
か
に
は

と
し
て
い
る
。

憲
法
を
遵
守
し
な
い
行
為
が
含
ま
れ
う
る
で
あ
ろ
う
、

判
例
も
、

こ
れ
に
従
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
地
裁
昭
和
三
三
年
七
月
コ
二
日
判
決
(
行
裁
例
集
九
巻
七
号
一
五
一

五
頁
)
は
、
「
〔
憲
法
九
九
条
は
〕
公
務
員
が
公
務
に
従
事
す
る
際
に
お
け
る
心
構
を
宣
言
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
:
・
・
:
〔
ζ

こ
に
い
う
義
務

は
〕
法
律
的
義
務
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
道
義
的
義
務
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
す
る
。
ま
た
、
九
九
条
は
、
公

国務大臣の態法尊重擁護義務にかんする一試論

務
員
の
違
法
な
行
為
に
つ
き
、
そ
れ
が
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
遂
行
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
違
法
性
を
阻
却

さ
せ
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
し
た
判
決
(
神
一
戸
地
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
一
一
日
行
裁
例
集
四
巻
三
・
四
号
二
三

O
頁
)
、
九

九
条
は
公
務
員
な
い
し
私
人
が
行
な
っ
た
個
別
具
体
的
な
私
法
上
の
行
為
の
効
力
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
判
決
(
水
一
戸
地
判

昭
和
五
二
年
二
月
一
七
日
判
例
時
報
八
四
二
号
二
二
頁
H
い
わ
ゆ
る
百
里
基
地
訴
訟
第
一
審
判
決
)
な
ど
も
、
九
九
条
の
義
務
を
倫
理
的

な
も
の
と
す
る
見
地
に
立
っ
て
い
る
。

一
方
、
後
者
の
法
律
的
義
務
説
と
呼
ば
れ
る
説
は
、
「
本
条
の
義
務
の
性
格
を
倫
理
的
・
道
義
的
の
も
の
と
解
し
、
国
民
も
当
然
同
種

の
義
務
を
負
う
と
解
す
る
ζ

と
に
は
賛
成
し
が
た
い
。
本
条
の
義
務
違
反
か
ら
直
接
法
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ

は
本
条
の
義
務
が
法
律
的
義
務
た
る
乙
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
生
存
権
保
障
義
務
(
二
五
条
二
項
)
違
反
が
具
体

的
効
果
を
と
も
な
わ
な
く
て
も
法
律
的
義
務
と
解
せ
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
国
民
の
負
う
義
務
と
は
異
質
的
な
法
律
的

義
務
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

一
方
で
、

倫
理
的
・
道
義
的
義
務
説
が
、

と
き
、
本
条
の
道
徳
的
義
務
は
、
法
律
的
義
務
に
昇
華
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、

「
法
律
に
よ
る
制
裁
の
裏
づ
け
を
も
っ
た

乙
の
両
説
の
対
立
は
見
か
け
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
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他
方
、

法
律
的
義
務
説
も
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
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「
本
条
の
義
務
違
反
か
ら
直
接
法
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

結
局
、

こ
う
し
た
抽
象
的
性

格
を
免
か
れ
え
な
い
義
務
を
、
直
接
の
具
体
的
法
的
効
果
を
も
つ
も
の
で
な
い
が
ゆ
え
に
倫
理
的
義
務
と
呼
ぶ
の
か
、
実
現
の
た
め
の
具

体
的
手
段
を
欠
く
ζ

と
は
法
的
性
格
を
消
去
す
る
乙
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
法
律
的
義
務
と
名
付
け
る
か
、
の
差
で
し
か
な
い
。
む
し

ろ
、
乙
の
義
務
の
実
質
的
内
容
に
着
目
し
、
そ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
法
律
に
よ
っ
て
具
体
ル
制
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
法
律
的
効
果

を
生
じ
、
ま
た
、
少
佐
く
と
も
憲
法
の
侵
犯
・
破
壊
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
不
作
為
義
務
を
公
務
員
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
本
条
の
義
務
を
|
|
憲
法
の
明
記
す
る
義
務
は
可
及
的
に
法
的
義
務
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ

碍

と

い

う

富

士

i
ー
そ
の
限
り
で
法
的
義
務
と
呼
ぶ
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
九
九
条
の
義
務
は
「
法
律
的
に
止
ま
ら
ず
憲
法

的
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
、
本
条
所
定
の
公
務
員
が
義
務
違
反
を
し
た
場
合
、
本
条
を
根
拠
に
、

作
品
)

裁
判
所
に
お
い
て
憲
法
違
反
の
責
任
を
追
及
す
る
乙
と
が
で
き
る
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
右
に
い
う
裁
判
所
に
お
け
る
責
任
の
追
及

が
刑
事
上
の
処
罰
や
民
事
上
の
損
害
賠
償
を
命
ず
る
乙
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
九
九
条
か
ら
直
接
そ
の
よ
う
な
具
体
的

な
法
的
効
果
が
生
ず
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
九
九
条
の
義
務
は
抽
象
的
な
法
的
義
務
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
公
務
員
の
同
条
違
反
行
為
に
対
し
同
条
に
直
接
も
と
づ

く
法
的
制
裁
が
加
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
務
大
臣
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
的
制
裁
が
加
え
ら
れ

な
い
場
合
で
も
、
違
反
者
の
政
治
的
責
任
が
九
九
条
を
根
拠
と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
り
、
同
条
は
そ
の
点
で
も
十
分
の
意
味
を
も
っ
て
い

る。

そ
し
て
、
「
尊
重
」
・
「
擁
護
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
論
者
は
一
致
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
一
説
は
、
「
「
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁

護
す
る
義
務
』
と
は
、
要
す
る
に
、
憲
法
の
規
定
お
よ
び
そ
の
精
神
を
忠
実
に
守
る
義
務
の
意
で
あ
る
。
『
尊
重
』
と
は
、
憲
法
を
遵
守

す
る
こ
と
を
い
い
、
『
擁
護
』
と
は
、
憲
法
違
反
に
対
し
て
抵
抗
し
、
憲
法
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
い
う
が
、
両

者
の
あ
い
だ
に
根
本
的
な
ち
が
い
が
あ
る
わ
け
で
は
お
」
と
述
べ
る
。
他
も
趣
旨
に
お
い
て
基
本
的
に
同
一
で
あ
リ
乙
の
点
で
の
解

伺



釈
論
上
の
争
い
は
、
学
説
上
は
見
当
ら
な
い
。

今
回
の
国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
に
関
連
し
て
内
閣
官
房
が
作
成
し
た
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
と
題
す
る
文
書
も
、

「
憲
法
九
九
条
の

『
尊
重
し
擁
護
す
る
』
と
は
一
体
と
し
て
読
む
べ
き
で
、

憲
法
の
規
定
を
順
守
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
完
全
な
実
施
に
努
力
す
る
こ
と

だ
。
あ
え
て
擁
護
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
擁
護
と
は
憲
法
違
反
に
対
し
て
抵
抗
し
、
憲
法
の
実
施
を
確
保
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
」
と
し
て
お
り
、
学
説
に
ほ
ぼ
沿
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

同

さ
ら
に
、
九
九
条
が
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
定
め
な
が
ら
、
同
時
に
九
六
条
で
憲
法
改
正
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
い
か
に
理
解

す
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。

九
六
条
が
改
定
手
続
を
定
め
て
い
る
以
上
、

「
憲
法
の
改
正
を

こ
れ
に
つ
き
、
通
説
と
み
て
よ
い
一
説
は
、

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

行
な
う
こ
と
、
ま
た
、

「
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
」
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
、

そ
の
定
め
る
手
続
以
外
の
方
法
で
変
え
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
を
と
な
え
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
と
な
え
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、

た
だ
、
「
憲
法
の
規
定
を
、

る
」
と
論
じ
、
具
体
的
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
つ
い
て
も
、
憲
法
改
正
の
必
要
を
と
な
え
る
こ
と
は
九
九
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
説
の
前
提
に
は
、
九
六
条
に
か
ん
し
、
内
閣
も
憲
法
改
正
案
の
発
案
権
(
国
会
へ
の
提
出
権
)
を
有

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
、
お
よ
び
、
先
に
挙
げ
た
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
も
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
従
来
は
、
右
の
結
論
へ
の
反
対
説
は
提
起
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
九
六
条
解
釈
と
し
て
内
閣
に
は
憲

そ
の
義
務
に
違
反
す

法
改
正
案
の
発
案
権
が
な
い
と
す
る
学
説
も
、
そ
の
こ
と
と
九
九
条
と
の
関
係
を
明
確
に
は
論
じ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
学

説
状
況
の
な
か
で
、
今
回
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
「
内
閣
は
、
憲
法
改
正
案
の
起
草
権
・
発
案
権
の
主
体
に
含
ま
れ
な
川
口

調

し

、

「

そ

れ

故

、

如

何

な

る

「

改

憲

』

言

動

を

も

為

す

ζ

と
が
で
き
な
い
」

こ
と
を
強

各
国
務
大
臣
は
、

(
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
)
と

す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
み
た
通
説
と
は
逆
の
結
論
を
も
つ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
九
六
条
を
九
九
条
に
直
結
さ
せ
る

点
で
は
全
く
同
じ
方
法
を
採
っ
て
い
る
。

41 

私
に
は
、
両
説
に
共
通
す
る
こ
う
し
た
解
釈
方
法
は
必
ず
し
も
正
当
で
な
く
、
国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
の
許
否
な
い
し
そ
の
範
囲
は
九
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九
条
自
体
か
ら
導
く
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
に
、
改
め
て
若
干
述
べ
た
い
。

供)

従
来
の
学
説
・
判
例
が
憲
法
九
九
条
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
論
の
領
域
で
論
議
し
て
き
た
も
の
は
、

ほ
ぼ
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
回
の
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
を
九
九
条
に
も
と
づ
い
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
右
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
さ
ら
に
次
の
諸
点

を
め
ぐ
る
検
討
が
不
可
欠
と
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
例

九
九
条
列
挙
の
公
務
員
の
う
ち
、 内
閣
の
憲
法
改
正
案
発
案
権
の
存
否
を
め
ぐ
る
改
正
手
続
論
と
の
関
係
を
正

し
く
把
握
す
る
ζ

と、

)
 

イ
4(
 

国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

お
よ
び
、
肋

国
務
大
臣
の
発
言
の
性
格
(
日
本
国
憲
法
の
精
神
な
い
し
基
本
原
神
に
対
し
て
い
か
な
る
見
解
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
ま

た
い
か
な
る
内
容
の
改
憲
志
向
で
あ
る
の
か
等
)
を
詳
さ
に
検
討
す
る
と
と
、
な
ど
で
あ
る
。
乙
れ
に
か
ん
し
て
は
、
先
に
掲
げ
た
有
益

な
論
佐
叫
ん
b

公
け
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
賛
同
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、
以
下
に
私
見
を
提
出
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
じ
て
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
務
員
の
九
九
条
の
義
務
の
違
反
は
、
そ
れ
が
法
律
上
具
体
化
さ
れ

て
い
な
い
か
ぎ
り
、
法
的
制
裁
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
国
務
大
臣
の
場
合
、
そ
の
政
治
的
・
道
義
的
責
任
が
|
|
議
院

が
当
人
に
つ
き
個
別
的
不
信
任
を
行
な
い
、
ま
た
首
相
に
よ
る
罷
免
を
要
求
す
る
形
で
l
l
l
追
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
九
条
の
義
務
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
法
的
義
務
|
|
し
か
も
憲
法
上
の
ー
ー
で
あ
っ
て
、
具
体

的
な
法
的
制
裁
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
て
、
そ
の
違
反
行
為
が
|
|
憲
法
上

l
l許
容
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う

を
ま
た
な
い
。
右
の
政
治
的
・
道
義
的
責
任
の
追
及
に
し
て
も
、
責
任
の
性
格
は
法
的
で
は
な
い
が
、
追
及
の
根
拠
は
法
に
あ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
公
務
員
の
一
定
の
言
行
が
九
九
条
に
適
合
す
る
か
否
は
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
義
務
の
性
格
論
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
以
下
で
も
、
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
に
つ
き
、
そ
の
九
九
条
適
否
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

(
1
)
 

註

参
照
、
法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
(
一
九
五
四
年
)

一
四
九
三
頁
。



〔2
)
参
照
、
佐
藤
功
「
憲
法
』
(
ポ
ケ
ッ
ト
註
釈
全
書
、
一
九
五
五
年
)
六
O
一頁。

(
3
〉
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
(
前
掲
)
一
四
九
三
頁
(
な
お
、
引
用
に
あ
た
り
字
体
を
新
字
体
に
替
え
た
。
以
下
同
じ
)
。

(
4
)

清
宮
四
郎
「
憲
法

I
・
第
三
版
』
(
法
律
学
全
集
3
、
一
九
七
九
年
)
二
七
頁
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
著
書
は
、
九
九
条
は
「
天
皇
お
よ
び
公

務
員
は
、
一
般
国
民
と
は
別
の
意
味
で
憲
法
と
関
係
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
の
特
別
の
憲
法
尊
重
・
擁
護
義
務
を
強
調
」
(
傍
点
は

引
用
者
に
よ
る
。
以
下
問
じ
)
し
た
も
の
で
あ
る
(
二
六
頁
)
と
述
べ
、
憲
法
の
尊
重
擁
護
に
か
ん
し
て
公
務
員
を
国
民
と
同
列
に
置
き
、
両
者

の
聞
に
程
度
の
差
し
か
認
め
て
い
な
い
。

(
5
)

参
照
、
樋
口
陽
一
「
比
較
の
な
か
の
日
本
国
憲
法
』
(
岩
波
新
書
、
一
九
七
九
年
)
五
九

l
六
O
頁。

(
6
)

参
照
、
佐
藤
功
「
日
本
国
憲
法
の
課
題
』
(
前
掲
)
一
七
六
!
七
頁
。

(
7
)

参
照
、
佐
藤
幸
治
「
憲
法
』
(
現
代
法
律
学
講
座
5
、
一
九
八
一
年
)
三
八
頁
。

(
8
)

一
九
八

O
年
九
月
二
日
、
テ
レ
ビ
審
組
に
お
け
る
法
相
発
言
。
「
〔
八
月
二
七
臼
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
行
な
っ
た
改
憲
発
舌
一
口
に
対
し
て
野
党

か
ら
寵
免
要
求
を
含
む
反
発
が
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
〕
一
言
論
封
殺
だ
。
:
:
:
(
憲
法
の
)
中
味
も
議
論
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
し
た
方
が
よ
い
」

(
朝
日
九
月
二
日
付
夕
刊
)
。

(
9
)

佐
藤
功
『
憲
法
』
(
前
掲
)
六

O
一
|
一
一
頁
。

(
印
)
『
註
解
日
本
国
態
法
』
(
前
掲
)
一
四
九
七
頁
。

(
日
)
有
倉
遼
吉
『
態
法
秩
序
の
保
障
』
(
一
九
六
九
年
)
五
九
頁
。

(
臼
)
「
註
解
日
本
国
憲
法
』
(
前
掲
)
一
四
九
七
頁
。

(
お
)
同
旨
、
高
原
賢
治
「
国
民
の
慾
法
上
の
義
務
」
憲
法
講
座
第
二
巻
(
一
九
六
三
年
)
二
九
四
頁
、
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
三
七
頁
。

(
U
)

有
倉
遼
吉
編
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
2
・
憲
法

E
』
(
一
九
七
七
年
)
四
O
一
一
良
〔
山
下
威
士
執
筆
〕
。

(
日
)
有
倉
遼
吉
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
新
版
憲
法
』
(
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三

O
号
、
一
九
七
七
年
)
三
二
四
頁
ハ
小
林
孝
輔
執
筆
〕
。

(
時
)
参
照
、
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
(
前
掲
)
一
四
九
七
頁
。

(
げ
)
宮
沢
日
芦
部
・
前
掲
書
八
二

O
頁。

(
国
)
た
と
え
ば
、
『
註
解
日
本
国
憲
法
』
(
前
掲
)

(
政
)
朝
日
新
聞
一
九
八

O
年
一

O
月
七
日
付
。

(
却
)
宮
沢

H
芦
部
・
前
掲
書
八
二

O
頁。

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論43 

一
四
九
六
頁
、
佐
藤
功
『
慾
法
』
(
前
掲
)
六

O
二
頁
。
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(
幻
)
宮
沢
「
憲
法
尊
重
の
義
務
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
八
号
(
一
九
六
O
年
三
月
号
)
一
一
一
一
良
。
こ
の
論
文
は
、
一
九
五
六
年
一
月
ご
二
日
の
参
議
院

本
会
議
で
当
時
の
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
が
、
「
私
と
し
て
は
、
:
:
:
日
本
が
、
陸
軍
を
持
た
な
い
、
海
軍
を
持
た
な
い
、
飛
行
機
を
持
た
な
い
、

と
い
う
そ
の
憲
法
に
は
反
対
な
の
で
あ
り
ま
す
」
(
同
誌
二

O
頁
に
よ
る
)
と
答
弁
し
た
こ
と
に
含
ま
れ
て
い
る
憲
法
上
の
論
点
を
解
説
す
る
こ

と
を
一
内
容
と
し
た
も
の
で
、
今
回
の
問
題
と
も
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
若
干
詳
し
く
み
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る

l
l
「公

務
員
と
い
え
ど
も
、
憲
法
改
正
の
必
要
を
唱
え
る
自
由
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
改
正
を
綱
領
と
す
る
自
民
党
政
府
の
首
班
が
そ
う
い
う

意
見
を
の
べ
る
自
由
ぞ
有
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
ケ

1
ス
で
、
内
閣
総
理
大
臣
が
現
在
の
憲
法
に
は
『
反
対
』
だ
と
の
ぺ
た

ζ

と
は
、
態
法
九
九
条
の
定
め
る
憲
法
尊
重
の
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
(
一
二
頁
)
と
。

(
詔
)
宮
沢
H
芦
部
・
前
掲
書
七
九
一
ー
ー
三
頁
。

(
お
)
ま
ず
、
一
九
八
O
年
一

O
月
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
鈴
木
首
相
の
答
弁
は
、
「
〔
憲
法
〕
九
六
条
に
は
改
正
手
続
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
改
正
に
つ
い
て
議
論
、
研
究
し
て
い
く
こ
と
は
、
九
九
条
に
違
反
し
な
い
乙
と
は
明
確
だ
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
は
、

「
憲
法
は
九
六
条
で
改
正
手
続
を
定
め
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
る
憲
法
改
正
を
主
張
す
る
こ
と
は
憲
法
の
許
容
す
る
ζ

と
で
あ
る
か
ら
、
九
九
条
の

『
擁
護
』
に
は
、
憲
法
改
正
の
主
張
に
対
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
(
朝
日
一
九
八
O
年
一

O
月
七
日
付
)
。

(
川
崎
)
金
子
・
前
掲
論
文
一
七
頁
。

(
お
)
同
右
一
一
一
一
|
三
頁
。

(
部
)
一
章
の
注
(
2
)
・
(
3
)
に
所
掲
。

(
幻
)
佐
藤
功
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」
(
前
掲
)
二
五
二
頁
参
照
。

国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
の
憲
法
九
九
条
適
否
|
|
若
干
の
試
論

憲
法
改
正
手
続
と
の
関
係

前
の
章
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
(
最
近
の
成
果
と
し
て
既
に
掲
げ
た
、
佐
藤
功
・
金
子
勝
各
論
文
を
含
め
て
)
、

す
べ
て
|
|
私
の
み
る
限
り
|
|
、
九
九
条
を
九
六
条
(
憲
法
改
正
手
続
)
と
結
合
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
私
に
は
疑
問
で
あ
る
。



た
と
え
ば
、
本
稿
と
同
じ
テ

l
マ
を
め
ぐ
っ
て
周
到
な
論
旨
を
展
開
し
、
教
え
ら
れ
る
と
ζ

ろ
の
多
い
佐
藤
論
文
も
、
国
務
大
臣
の
改
憲

発
言
の
九
九
条
適
否
を
、
伺
政
か
、
九
六
条
の
側
か
ら
論
じ
て
い
る
。

論
文
は
い
う

|
l
「
憲
法
が
み
ず
か
ら
の
改
正
手
続
を
定
め
て
い
る
以
上
、
憲
法
を
そ
の
手
続
に
従
っ
て
改
正
す
る
こ
と
自
体
が
九
九
条
に
い
う
滋
法

の
『
尊
重
擁
護
』
に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
内
閣
が
憲
法
改
正
案
を
国
会
に
提
出
す
る
ζ

と
も
九
九
条
に

反
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
(
九
六
条
の
解
釈
と
し
て
、
内
閣
に
は
憲
法
改
正
案
の
国
会
へ
の
提
出
権
は
認
め
ら
れ
立
い
、
と
す
る
解

釈
も
あ
る
が
、
乙
の
解
釈
は
正
当
で
は
な
い
Oi---)
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
た
る
国
務
大
臣
が
憲
法
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
、
準
備
し
、

主
張
す
る
こ
と
な
ど
も
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
び
の
政
府
見
解
〔
既
出
の
、
一
九
八
O
年
一

O
月
六
日
の

衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
鈴
木
首
相
の
答
弁
、
お
よ
び
、
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
を
指
す
〕
が
そ
の
限
り
で
正
当
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
た
め
で

あ
る
」
と
。

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

し
か
し
、
果
た
し
て
こ
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「
憲
法
を
そ
の
手
続
に
従
っ
て
改
正
す
る
こ
と
自
体
」
は
、

九
六
条

に
よ
り
根
拠
を
与
え
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
九
九
条
適
否
を
論
ず
る
余
地
の
な
い
事
柄
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
改
正
行
為
自
体
は
、

九
九
条
に
違
反
し
な
い
と
い
う
以
前
に
、

そ
の
違
反
が
生
じ
よ
う
も
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。
九
九
条
と
九
六
条
の
関
係
に
つ
い
て
の
正

佐
藤
論
文
自
身
が
別
の
個
所
で
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
「
九
九
条
と
九
六
条
と
の
関
係
と
し
て
、

確
な
解
釈
は
、

次
の
二
つ
の
点
が
導
き

出
さ
れ
る
。
第
一
は
、
改
正
さ
れ
る
ま
で
は
尊
重
擁
護
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
は
、
右
の
「
改
正
』
と
は
九
六
条
の

〈

3
V

そ
の
「
改
正
』
以
外
の
方
法
で
憲
法
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
」
、

定
め
る
手
続
に
よ
る
「
改
正
』
で
あ
る
か
ら
、

と
い
う

と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
正
行
為
に
は
含
ま
れ
な
い
憲
法
の
尊
重
擁
護
違
反
や
、
改
正
以
外
の
憲
法
の
変
更
乙
そ
、
九
九

条
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
改
正
そ
れ
自
身
は
、
九
九
条
と
か
か
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
佐
藤
論
文
が
、
右
の
よ
う
な
論
理
を
設
定
し
、
別
に
、
内
閣
に
も
改
憲
案
の
国
会
提
出
格
(
発
案
権
)
が
認
め
ら
れ
る
と
の
解

釈
を
と
っ
て
、
内
閣
の
改
憲
案
提
出
は
九
九
条
に
違
反
し
な
い
、
と
し
た
論
旨
も
、
同
様
に
不
正
確
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
し
、
内
閣
に

改
憲
案
提
出
権
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
(
私
は
否
定
説
が
正
し
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も

45 
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か
く
と
し
て
)
、

内
閣
の
提
出
行
為
は
九
六
条
所
定
の
手
続
の
一
環
を
な
す
行
為
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、

九
九
条
適
否
が
問
題
と
な
る
余
地

は
な
い
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
仮
に
内
閣
に
憲
法
改
正
案
の
発
案
権
を
認
め
る
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
ζ

と
か
ら
た
だ
ち
に
、

「
国
務

大
臣
が
憲
法
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
、
準
備
し
、
主
張
す
る
こ
と
な
ど
も
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
内
閣
が
憲
法
改
正
案
を
国
会
に
発
案
す
る
こ
と
を
決
定
し
そ
の
た
め
の
作
業
に

入
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
の
国
務
大
臣
に
よ
る
検
討
・
準
備
・
主
張
は
、
改
憲
案
の
発
案
行
為
と
一
体
を
な
す

も
の
と
し
て
、
九
六
条
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
な
い
国
務
大

内

sv

臣
の
改
憲
主
張
等
は
、
何
ら
、
九
六
条
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
今
回
の
ケ

l
ス
は
、
首
相
の
言
明
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
の
場

一
閣
僚
の
、
内
閣
が
ー
ー
そ
の
内
心
留
保
は
と
も
か
く
と
し
て
|
|
公
け
に
し
た
方
針
と
は
喰
違
っ
た
改
憲
言
動
が

合
に
は
該
当
せ
ず
、

問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ζ

う
し
た
ケ
l
ス
に
つ
い
て
は
、

乙
の
閣
僚
の
具
体
的
行
為
の
憲
法
適
合
性
の
判
断
は
、
九
六
条
と
は

か
か
わ
り
な
く
、
九
九
条
自
体
を
規
準
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
佐
藤
論
文
も
、
国
務
大
臣
の
憲
法
改
正
主
張
等
の
行
為
が
す
べ
て
九
六
条
に
よ
っ
て
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
違
反
を
免
か
れ
る

、
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
は
、
む
し
ろ
慎
重
な
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
「
尊
重
」
の
根
底
を
な
す
理
念
は
憲
法
の
価
値
な
い
し

尊
厳
の
尊
重
で
あ
る
と
解
し
た
上
で
、
そ
れ
ゆ
え
憲
法
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為
は
広
く
憲
法
尊
重
擁
護
の
精
神
に
反
す
る
も
の
と
み
る

べ
き
で
あ
る
と
凶
、
ま
た
、
そ
の
際
、
公
務
員
の
な
か
で
も
国
務
大
臣
は
憲
法
尊
重
擁
護
に
つ
い
て
特
別
に
強
く
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

乙
と
に
留
意
し
て
い
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
こ
の
指
摘
は
極
め
て
啓
発
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
と
乙
に

示
さ
れ
て
い
る
と
ζ

ろ
の
、
国
務
大
臣
の
改
憲
の
主
張
等
に
つ
い
て
一
般
的
に
、

つ
ま
り
内
閣
の
改
憲
案
提
案
行
為
と
直
接
か
か
わ
り
の

ζ

れ
に
九
六
条
に
よ
っ
て
い
わ
ば
合
憲
性
の
推
定
を
与
え
、
そ
の
上
で
九
九
条
適
否
の
具
体
的
審
査
を
す
る
と

な
い
も
の
を
も
含
め
て
、

い
う
論
理
は
、
正
当
と
は
い
え
な
い
。
内
閣
の
改
憲
案
提
案
行
為
は
九
六
条
の
問
題
で
あ
り
、
他
方
、
右
提
案
行
為
と
直
接
関
連
し
な
い



国
務
大
臣
の
改
憲
主
張
等
は
九
九
条
固
有
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
九
九
条
に
よ
っ
て
直
械
に
そ
の
合
意
性
を
審
査
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
九
六
条
解
釈
は
ζ

れ
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
金
子
論
文
に
も
全
く
同
様
に
あ
て
は
ま
る
。

ζ

れ
は
、
内
閣
の
改
憲
案
提
案
権
を
肯
定
す
る
学
説
を
精
力
的
に
論
駁
し

そ
れ
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
「
そ
れ
故
」
国
務
大
臣
の
改
憲
言
動
は
九
九
条
に
違
反
す
る

す
る
、
と
結
論
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
内
閣
の
改
憲
案
発
案
権
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
否
定
的
に
み
る
者
で

た
上
で
、

そ
こ
か
ら
、

あ
っ
て
、
金
子
論
文
の
そ
の
点
の
見
解
に
は
同
感
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
詳
細
ぽ
分
析
は
示
唆
的
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
内
閣
の
改

憲
案
発
案
権
を
肯
定
す
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
国
務
大
臣
の
改
憲
主
張
等
に
一
般
的
に
九
九
条
適
合
の
推
定
を
与
え
る
乙
と
に
は
な
ら
な
い

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

こ
と
と
論
理
上
全
く
同
様
に
、
内
閣
の
改
憲
案
発
案
権
を
否
定
す
る
こ
と
が
、

た
だ
ち
に
国
務
大
臣
の
改
憲
言
動
の
す
べ
て
を
九
九
条
違

反
と
評
価
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
の
改
憲
案
発
案
権
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、
内
閣
の
改
憲
案
発
案
行

為
と
一
体
の
も
の
と
し
て
の
閣
僚
の
改
憲
言
動
は
否
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
の
ケ

l
ス
の
よ
う
な
右
に
は
該
当
し

な
い
言
動
は
、

た
だ
ち
に
違
憲
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
内
閣
の
改
憲
案
発
案
手
続
に
含
ま
れ
な
い
閣
僚
の
改
憲
言
動

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
、
本
来
、
九
六
条
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え
ば
そ
れ
が
国
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
六
三
条
と
の
関
連
で
、
ま
た
た
と
え
ば
政
党
の
集
会
等
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
通
常
、
二
一
条
と
の
関
連
で
、

そ
れ
ぞ
れ
九
九
条
適
否
が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
今
回
の
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
問
題
の
ご
と
き
事
案
に
つ
い
て
は
、
九
六
条
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
九
九
条
自
体

の
適
否
が
問
わ
れ
る
乙
と
と
な
り
、

そ
の
場
合
、
次
に
述
べ
る
二
項
目
の
検
討
が
中
心
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(ニ)

国
務
大
臣
の
義
務
の
特
殊
性
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憲
法
九
九
条
は
、
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
を
担
う
者
と
し
て
、
天
皇
・
摂
政
な
ら
び
に
国
務
大
臣
・
国
会
議
員
・
裁
判
官
・
そ
の
他
の
公
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務
員
、
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
学
説
は
、
|
|
前
章
で
み
た
と
お
り
国
民
が
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

な
か
で
、
前
出
の
佐
藤
論
文
は
、

は
関
心
を
示
し
な
が
ら
も
|
|
各
公
務
員
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
タ
ス
の
相
違
に
か
ん
し
て
は
格
別
の
注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の

ζ

の
点
の
具
体
的
な
検
討
を
行
な
い
、
国
務
大
臣
の
有
す
る
義
務
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
切

私
は
、
そ
の
趣
旨
に
|
|
九
六
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
を
除
い
て
|
|
賛
同
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
拠
り
つ
つ

若
干
の
事
柄
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
天
皇
な
い
し
摂
政
に
つ
い
て
は
、
天
皇
は
(
同
様
に
摂
政
も
)
、

国
事
に
関
す
る
行
為
の
み
」
を
(
憲
法
四
条
)
、
「
内
閣
の
助
言
と
承
認
」
を
必
要
条
件
と
し
て
(
三
条
)
、
形
式
的
・
儀
礼
的
に
行
な
う
も
の

「
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
」
せ
ず
、

「
こ
の
憲
法
の
定
め
る

で
あ
る
か
ら
、
国
政
事
項
で
あ
る
と
こ
ろ
の
憲
法
改
正
の
主
張
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
な
し
え
な
い
ζ

と
は
勿
論
で
あ
り
、

場
合
の
責
任
は
内
閣
が
負
う
(
三
条
)
。
天
皇
(
な
い
し
反
政
)
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
は
、

た
だ
、
そ
の

り
、
国
務
大
臣
な
ど
公
務
員
の
そ
れ
と
は
、
そ
の
も
つ
意
味
が
著
し
く
異
な
る
(
九
九
条
が
、
こ
の
よ
う
な
水
準
で
論
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま

「
天
皇
又
は
摂
政
」
と
「
国
務

文
言
上
、

大
臣
:
:
:
」
を
「
及
び
」
で
つ
な
い
で
両
者
を
区
別
し
て
い
る
の
も
、
右
の
理
由
に
因
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
)
。

次
に
、
国
会
議
員
は
、
国
民
の
代
表
者
で
あ
り
(
前
文
第
一
段
・
四
三
条
一
項
)
、

主
権
者
国
民
と
最
も
近
い
距
離
に
い
る
と
こ
ろ
の
、
主

権
者
国
民
の
政
治
的
意
思
の
直
接
の
代
弁
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
権
者
国
民
が
そ
の
固
有
の
権
能
で
あ
る
憲
法
制
定
権
な
い
し
改
正

権
に
も
と
づ
い
て
行
な
う
憲
法
改
正
事
業
に
お
い
て
も
、
憲
法
改
正
原
案
の
作
成
か
ら
国
民
へ
の
発
議
に
い
た
る
ま
で
の
作
業
の
す
べ
て

が
、
国
民
代
表
議
会
と
し
て
の
国
会
に
独
占
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
主
権
者
国
民
の
抱
く
憲
法
改
正

を
め
ぐ
る
意
思
を
正
し
く
代
弁
・
代
表
し
、
そ
れ
が
具
現
す
る
よ
う
政
治
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
国
会
議
員
の
権
限
で
あ
り
義
務
で
も
あ

る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
会
議
員
に
つ
い
て
は
、
改
正
以
外
の
方
法
で
憲
法
を
変
更
す
る
こ
と
を
唱
導
し
ま
た
そ

の
た
め
の
行
動
を
す
る
等
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
改
憲
言
動
が
九
九
条
違
反
と
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
国
会
議

そ
れ
に
対
抗
す
る
論
議
と
と
も
に
、
そ
の
自
由
が
強
く
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

員
の
憲
法
改
正
論
議
は
、



ま
た
、
裁
判
官
に
つ
い
て
い
え
ば
、
憲
法
上
、
「
す
べ
て
裁
判
官
は
、

裁
判
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

:
・
:
こ
の
憲
法
及
び
法
律
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
」
(
七
三
条
三
号
)

も
の
で
あ
っ
て
、

憲
法
と
下
位
法
を
|
|
|
下
位
法
に
つ
い
て
は
憲
法
の
趣
旨
に
従
っ
た
解
釈
を
行
な
っ

て
|
|
厳
格
に
適
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
裁
判
官
が
改
憲
を
是
と
考
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
思

を
表
示
し
、
ま
た
そ
の
た
め
の
行
動
を
す
る
こ
と
は
憲
法
の
厳
に
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
拘
束
の
程
度
は
、

国
会
議
員
と
の
比
較
で
は
勿
論
、
国
務
大
臣
の
場
合
よ
り
も
一
層
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
国
務
大
臣
で
あ
る
が
、
国
務
大
臣
(
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
内
閣
は
、
国
民

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

代
表
機
関
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
原
理
的
な
根
拠
と
し
て
|
|
既
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
|
|
内
閣
に
は
改
憲
過
程
に
関
与
す
る
乙
と

(
す
な
わ
ち
、
改
憲
案
の
発
案
お
よ
び
そ
れ
に
直
接
関
連
す
る
作
業
)
が
一
切
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
右
と
の
直
接
の
関
連
な
し
に
な
さ

れ
た
国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
内
閣
は
、
国
民
代
表
議
会
で
あ
る
国

会
一
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
内
閣
を
組
織
す
る
内
閣
総
理
大
臣
は
国
会
に
よ
っ
て
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
(
六
七
条
一
一
虫
、
そ
の
存

立
は
国
会
の
信
任
に
か
か
っ
て
お
り
(
六
九
条
)
、
国
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
(
六
六
条
三
項
)
と
い
う
形
で
国
会
に
依
存
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
わ
が
国
憲
法
の
統
治
構
造
か
ら
い
っ
て
、
ま
た
他
方
で
、
内
閣
な
い
し
国
務
大
臣
は
行
政
権
を
執
行
す
る
形
で
実
際
に
公
権
力

一
般
的
に
、
内
閣
は
、
国
会
に
対
し
て
受
動
的
な
地
位
に
立
ち
、
ま
た
、
国
務
大
臣

ぞ
直
接
に
行
使
し
て
い
る
と
い
う
実
質
か
ら
み
て
、

は
そ
の
権
力
行
使
を
拘
束
す
る
憲
法
の
尊
重
擁
護
を
国
会
議
員
の
場
合
に
比
べ
て
よ
り
強
く
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
改
憲
論
議
に
つ
い

て
も
、
国
務
大
臣
は
、
国
会
の
形
成
し
た
政
策
を
実
施
す
る
形
で
こ
れ
に
か
か
わ
る
の
が
原
別
で
あ
っ
て
、
九
九
条
の
拘
束
を
国
会
議
員

に
比
べ
よ
り
強
く
受
け
て
い
る
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
の
九
九
条
適
否
を
論
議
す
る
場
合
、
次
の
項
で
述
べ

る
「
尊
重
擁
護
」
の
内
容
の
問
題
と
と
も
に
、

ζ

の
、
義
務
の
主
体
と
し
て
の
国
務
大
臣
の
地
位
の
特
殊
性
が
不
可
欠
の
考
慮
要
素
と
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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な
お
、
今
回
問
題
と
さ
れ
た
衆
議
院
法
務
委
員
会
(
一
九
八
O
年
八
月
二
七
日
)
で
の
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
に
つ
い
て
、

ζ

れ
を
政
治
家
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と
し
て
の
個
人
的
発
言
で
あ
る
旨
い
う
|
|
政
府
(
内
閣
官
房
)
は
そ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
|
|
の
は
理
由
に
欠
け
る
。

な
ぜ
な

ら
、
行
政
府
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
国
務
大
臣
が
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
に
出
席
し
て
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
国
務
大
臣

ま
し
て
個
人
と
し
て
そ
れ
が
で
き
る
の
で
は
ぽ
い
か
ら
で
あ
研
こ
う
し

と
い
う
資
格
に
お
い
て
で
あ
っ
て
(
憲
法
六
三
条
〉
、

た
ケ
l
ス
で
は
、

明
ら
か
に
、

議
員
や
、

国
務
大
臣
と
し
て
の
尊
重
擁
護
義
務
違
反
の
有
無
が
間
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、
。

同

「
憲
法
へ
の
忠
誠
」
の
評
価

国
務
大
臣
の
具
体
的
な
改
憲
言
動
が
九
九
条
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
判
定
す
る
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
主
な
|
|
そ
し
て
お

そ
ら
く
よ
り
重
要
な
l
l
l
要
素
は
、
当
該
言
動
が
、
憲
法
の
価
値
な
い
し
精
神
に
対
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
で

あ
る
。す
な
わ
ち
、
憲
法
の
「
尊
重
」
・
「
擁
護
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
章
で
通
例
の
学
説
を
紹
介
し
て
お
い
た
が
、

「
尊
重
」
の
ζ

と
ば
は
、
さ
ら
に
次
の
も
の
申
ぞ
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
の
真
の
「
尊
重
」
と
は
、
個
々
の
規
定
を
形

と
く
に

式
的
に
尊
重
す
る
乙
と
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
基
本
な
い
し
前
提
を
な
し
て
い
る
憲
法
の
精
神
そ
の
も
の
(
あ
る
い
は
歴
史
的
信
念
、
伝

統
的
信
念
、
価
値
体
系
等
々
と
い
い
か
え
て
よ
い
も
の
)
へ
の
忠
誠
と
誠
実
を
意
味
す
待
。
別
言
す
れ
ば
、
骨
皆
川
り
骨
骨
の
尊
重
、
あ
る

〈

g
v

い
は
憲
法
の
尊
厳
の
尊
重
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
憲
法
ぞ
誹
語
な
い
し
侮
辱
・
侮
蔑
し
ま
た
軽
視
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
権
威

を
駿
損
し
て
、
憲
法
に
対
す
る
国
民
の
不
信
を
招
く
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
外
見
的
に
は
憲
法
を
尊
重
す
る
徴
窓
を
備
え
て
い
る
よ
う

な
場
合
で
も
、
憲
法
の
価
値
を
尊
重
し
た
乙
と
に
は
け
っ
し
て
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
何
が
憲
法
的
価
値
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と

は
、
と
く
に
相
対
主
義
の
立
場
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
日
本
国
憲
法
の
場
合
、
困
難
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
|
|
詳

細
な
論
議
は
乙
こ
で
は
で
き
な
い
が
|
|
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
保
障
、
平
和
主
義
等
が
わ
が
国
憲
法
の
基
本
的
価
値
で
あ
る
乙
と



は
、
学
説
が
異
論
な
く
認
め
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
当
該
言
動
が
右
の
価
値
に
誠
実
で
あ
る
か
否
か
は
、

そ
の
九
九
条
適
否
判
断
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
た
り
う
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

今
回
の
法
務
大
臣
の
改
憲
発
言
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
を
検
討
す
る
な
ら
、

定
)
論
議
の
必
要
性
を
主
張
す
る
と
い
う
形
で
行
伝
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
政
府
は
、
憲
法
に
対
す
る
侮
辱
行
為
で
あ
っ
た
一
九
七
五

年
の
稲
葉
発
言
問
題
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
、
ま
た
、
学
者
の
見
解
も
ζ

れ
を
諾
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
物

そ
れ
が
、

憲
法
改
正

(
な
い
し
「
自
主
憲
法
」
制

当
初
、

国務大臣の憲法尊重擁護義務にかんする一試論

一
連
の
発
言
を
仔
細
に
跡
付
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
言
の
中
に
は
、
憲
法
的
価
値
、
と
り
わ
け
平
和
主
義
と
人
権
尊
重
な
い
し

個
人
の
尊
厳
の
尊
重
と
い
う
、
憲
法
が
「
人
類
普
遍
の
原
理
」
と
み
な
し
、
戦
後
日
本
の
骨
格
を
形
造
っ
て
い
る
こ
れ
ら
諸
価
値
へ
の
不

信
と
さ
ら
に
は
非
難
と
が
示
さ
れ
て
い
る
ζ

と
を
認
め
伝
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
内
容
は
註
で
記
す
が
、

し
か
し
、

そ
れ
は
、

「
生
ま

憲
法
の

よ
り
本
質
的
に
は
憲
法
上
の
価
値
を
問
題
に
す
る
論
法
に
な
っ
て
い
る
。

み
た
よ
う
に
、
九
九
条
の
要
求
す
る
憲
法
の
「
尊
重
」
義
務
が
、
憲
法
の
尊
厳
へ
の
誠
実
さ
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
右
の
言

れ
」
(
制
定
過
程
)
を
問
題
に
す
る
仕
方
で
、
同
時
に
、

先
に

動
は
こ
れ
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
せ
ぎ
る
を
え
ま
い
。

註
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(
1
)

佐
藤
功
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」
(
前
掲
)
。

(
2
)

同
右
二
五
二
頁
。

(
3
)

同
右
二
五
二

l
三
頁
。

(
4
)

憲
法
改
正
案
の
発
案
権
に
つ
い
て
、
内
閣
も
ζ

れ
吾
有
す
る
か
否
か
は
、
周
知
の
論
争
点
で
あ
り
、
詳
述
は
避
け
る
が
、
次
の
よ
う
な
論
旨
に

立
つ
否
定
説
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
内
閣
総
理
大
臣
が
内
閣
を
代
表
し
て
国
会
に
提
出
す
る
議
案
(
憲
法
七
二
条
)

の
な
か
に
、
憲
法
改
正
案
や
法
律
案
が
当
然
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
、
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
憲
法
改
正
に
国
民
投
票

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
国
民
代
表
議
会
で
あ
る
国
会
を
国
権
の
最
高
機
関
と
定
め
た
憲
法
四
一
条
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
発
案
権

は
国
民
代
表
で
あ
る
国
会
議
員
の
手
に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
法
五
条
が
、
内
閣
が
法
律
案
各
国
会
に
提
出
す
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る
ζ

と
巻
明
記
し
つ
つ
、
憲
法
改
正
案
を
か
か
げ
て
い
な
い
の
は
、

ζ

れ
を
否
定
す
る
立
法
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
九
六
条
が

「
国
会
が
、
乙
れ
号
発
議
し
」
と
定
め
た
意
味
は
、
憲
法
改
正
案
の
発
議
に
つ
い
て
は
国
会
だ
け
が
内
閣
か
ら
独
立
し
て
こ
れ
を
行
な
い
、
国
会

が
審
議
す
る
原
案
の
発
案
も
発
議
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
か
ら
国
会
自
身
の
手
で
行
な
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
解
釈
が
、
憲
法
の
国
民
主
権
原
理
に
適
合
す
る
色
の
と
い
え
よ
う
。

(
5
)

一
九
八
O
年
一

O
月
七
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
鈴
木
内
閣
総
理
大
臣
の
答
弁
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ー
ー
ー
「
鈴
木
内
閣
は
憲
法
改
正
は

全
く
考
え
て
い
な
い
。
現
行
憲
法
を
順
守
し
、
擁
護
し
て
い
く
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
現
行
憲
法
の
民
主
主
義
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
の
基
本
理
念
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
お
り
、
将
来
も
堅
持
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
第
二
は
、
憲
法
改
正
は
慎
重
の
う
え

に
も
慎
重
を
期
す
べ
き
で
、
国
民
の
聞
か
ら
改
憲
論
が
高
ま
り
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
現
在
、
そ
う
し
た
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
て
い
る
と
は
恩
わ
な
い
。
そ
う
い
う
段
階
で
、
憲
法
改
正
を
政
治
日
程
に
の
せ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
第
三
に
憲
法
九

九
条
に
公
務
員
の
憲
法
尊
重
、
擁
護
義
務
が
定
め
て
あ
り
、
鈴
木
内
閣
は
憲
法
在
遵
守
し
て
い
く
」
(
朝
日
一

O
月
七
日
付
)
。

(
6
〉
佐
藤
功
・
前
掲
書
二
五
三
|
四
頁
。

(
7
)

同
右
二
五
五
|
六
頁
。

(
8
)

金
子
勝
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
と
『
改
憲
』
言
動
」
(
前
掲
)
。

(
9
)

同
右
、
と
く
に
一
一
一
一

l
三
頁
、
二
五
頁
参
照
。

(
叩
)
佐
藤
功
・
前
掲
書
二
五
四
l
六
頁
。

(
日
)
参
照
、
同
右
二
五
五
頁
。

(
ロ
)
国
会
議
員
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
つ
い
て
、
国
務
大
臣
の
そ
れ
と
の
相
違
を
無
視
す
る
論
調
も
あ
る
の
で
、
一
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
い
う
、
「
国
会
議
員
も
第
九
九
条
の
擁
護
義
務
を
負
担
つ
こ
と
は
、
国
務
大
臣
の
場
合
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

国
務
大
臣
の
改
憲
発
言
す
ら
、
第
九
九
条
に
違
反
し
て
罷
免
の
対
象
と
な
る
と
い
う
の
だ
か
ら
〔
H
奥
野
法
相
の
一
連
の
改
憲
発
言
に
対
し
野
党

が
そ
の
罷
免
を
要
求
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
〕
、
同
じ
憲
法
順
守
義
務
を
も
っ
国
会
議
員
が
改
正
の
案
ま
で
用
意
し
て
国
会
へ
提
出
す
る
と
い

う
の
は
、
な
お
さ
ら
、
議
員
た
る
資
格
を
失
う
べ
き
違
憲
行
為
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
来
る
」
と
(
一
円
一
億
「
タ
ブ
ー
で
な
い
改
憲
問
題
」

朝
日
新
聞
一
九
八
O
年
一
一
月
一
日
「
論
壇
」
)
。
右
の
叙
述
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
短
文
の
論
説
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
粗
雑
な
形
式
論

理
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

(
臼
)
参
照
、
佐
藤
功
・
前
掲
書
二
五
五
六
頁
。
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(
川
崎
)
内
閣
官
房
の
作
成
に
か
か
る
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
〈
前
出
)
は
、
一
九
七
五
年
の
稲
葉
発
言
の
ケ
l
ス
と
比
較
し
つ
つ
、
「
稲
葉
法
相
は
同

発
言
〔
H
「
憲
法
に
欠
陥
が
多
い
」
と
の
発
言
〕
の
き
っ
か
け
と
伝
っ
た
昭
和
五
十
年
五
月
三
日
の
自
主
憲
法
制
定
国
民
会
議
総
会
に
個
人
と
し

て
出
席
し
、
発
告
一
一
回
は
し
芯
か
っ
た
が
「
法
務
大
臣
稲
葉
修
』
と
し
て
紹
介
き
れ
た
。
そ
れ
が
改
憲
は
行
わ
な
い
と
す
る
三
木
内
閣
の
方
針
に
反
し

て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
野
法
相
は
『
政
治
家
と
し
て
の
私
の
所
見
」
と
断
っ
た
上
で
述
べ
た
も
の
で
、
し
か

も
内
閣
が
改
憲
に
つ
い
て
何
ら
か
の
行
動
を
す
る
の
は
適
当
で
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
稲
葉
法
相
の
ケ
l
ス
と
異
な
っ
て
誤
解
さ

れ
る
恐
れ
は
な
い
」
と
す
る
(
朝
日
一
九
八
O
年
一

O
月
七
日
付
)
。
な
お
、
奥
野
法
相
自
身
も
こ
の
点
を
主
張
し
て
、
「
衆
議
院
法
務
委
員
会

で
の
答
弁
は
、
『
個
人
的
見
解
で
も
い
い
か
ら
聞
き
た
い
』
と
い
う
質
問
者
の
趣
旨
で
も
あ
り
、
国
会
は
も
と
も
と
自
由
な
発
言
が
期
待
さ
れ
て

い
る
場
所
で
も
あ
る
の
で
、
答
え
注
い
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
た
」
と
し
て
い
る
(
一
九
八
O
年
九
月
二
日
の
談
話
。
同
日
付
朝
日
夕
刊
)
。

(
お
)
長
谷
川
正
安
「
巻
頭
言
」
法
律
時
報
五
二
巻
一

O
号
(
一
九
八

O
年
一

O
月
号
)
五
頁
参
照
。

(
珂
)
佐
藤
功
「
憲
法
の
尊
重
と
は
何
か
」
(
前
掲
)
一
八
四
頁
。

(
げ
)
同
「
国
務
大
臣
の
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」
(
前
掲
)
二
五
四
頁
。

(
路
)
「
憲
法
関
係
想
定
問
答
」
は
い
う
。
「
稲
葉
法
相
の
ケ
l
ス
は
『
憲
法
に
欠
陥
が
多
い
』
と
い
う
発
言
が
現
憲
法
を
軽
視
、
侮
辱
し
て
い
る
と

い
う
ふ
う
に
誤
解
さ
れ
、
憲
法
を
尊
重
擁
護
す
る
精
神
が
な
い
、
と
の
疑
い
が
持
た
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
点
に
問
題
が
あ
っ
た
が
、
奥
野
法
相

は
、
国
民
合
意
の
中
か
ら
自
主
的
に
憲
法
を
作
ろ
う
と
す
る
空
気
が
出
て
く
れ
ば
好
ま
し
い
と
い
う
、
自
ら
の
個
人
的
見
解
を
述
べ
た
に
す
ぎ

ず
、
稲
葉
法
相
の
発
言
と
は
全
く
違
う
O
i
-
-
-
」
(
朝
日
一
九
八
O
年
一

O
月
七
日
付
)
。

(
印
)
た
と
え
ば
、
佐
藤
功
・
前
掲
書
二
五
四
頁
、
一
円
・
前
掲
論
説
(
朝
日
一
九
八

O
年
一
一
月
一
日
「
論
壇
」
欄
)
。
周
到
な
佐
藤
論
文
に
し
て

そ
う
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
奥
野
法
相
の
一
連
の
発
言
の
初
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
初
)
奥
平
康
弘
「
改
憲
論
議
を
た
だ
す
」
(
朝
日
一
九
八
O
年
九
月
一
八
日
付
夕
刊
「
文
必
」
欄
)
も
、
「
憲
法
上
の
価
値
を
み
と
め
ず
、
そ
ん
な
も

の
は
改
正
し
て
し
ま
っ
た
方
が
い
い
と
考
え
る
法
務
大
臣
の
:
:
:
も
と
で
、
憲
法
上
の
価
値
が
誠
実
に
実
現
す
る
と
は
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
」

と
指
摘
す
る
。

(
幻
)
第
一
章
の
註
(
4
)
と
の
重
複
を
で
き
る
だ
け
避
け
つ
つ
摘
示
し
て
お
き
た
い
(
出
典
は
同
様
に
朝
日
新
聞
名
古
屋
版
)
。

付

一

九

八

O
年
八
月
二
七
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
。
「
敗
戦
直
後
、
修
身
、
歴
史
、
地
理
の
教
科
の
中
止
を
命
じ
ら
れ
、
国
旗
色
国
歌
も
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
、
涙
な
が
ら
に
絶
句
し
た
(
九
月
二
七
日
付
)
。
「
現
在
の
教
科
書
に
は
『
国
を
愛
す
る
』
と
い
う
言
葉
が
な
い
o
」

(一

O
月
一
五
日
付
)
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仲
間
年
九
月
二
六
日
、
参
議
院
決
算
委
員
会
。
「
終
戦
後
は
個
人
を
中
心
に
教
育
が
行
な
わ
れ
、

育
て
る
配
慮
が
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
は
困
難
だ
っ
た
。
」
(
九
月
二
七
日
付
)

伺
周
年
一

O
月
一
目
、
記
者
会
見
。
「
自
衛
隊
が
違
憲
と
い
わ
れ
る
存
在
で
は
、
い
く
ら
装
備
ぞ
充
実
し
て
も
役
に
立
た
な
い
。

厳
し
け
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
し
て
期
待
で
き
る
自
衛
隊
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
ζ

と
だ
。
」
(
一

O
月
二
日
付
)

伺
同
月
九
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
。
「
(
占
領
軍
の
)
指
示
に
基
づ
い
て
(
憲
法
が
)
つ
く
ら
れ
た
。
」
(
同
月
九
日
付
夕
刊
)

伺
同
月
一
五
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
。
「
憲
法
の
前
文
は
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
」
(
同
月
一
五
日
付
)

約
一
九
八
一
年
二
月
一
七
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
。
「
憲
法
九
条
を
中
心
に
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
乙
と
は
、
自
衛
隊
の
士
気
に
影
響
を
与

え
心
配
だ
」
、
「
今
の
ま
ま
で
は
、
憲
法
を
作
り
直
す
以
外
に
問
題
を
解
決
す
る
方
法
は
な
い
。
」
(
二
月
一
七
日
付
夕
刊
)

伺
同
月
一
一
一
一
臼
、
自
由
民
主
党
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
講
演
。
「
米
国
が
占
領
政
策
遂
行
の
手
段
と
し
て
(
帝
国
)
憲
法
の
改
正
を
求
め

て
き
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
」
、
「
憲
法
の
平
和
主
義
、
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
立
派
な
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

(
制
定
の
)
基
本
は
日
本
が
再
び
米
国
の
脅
威
に
な
っ
て
は
な
ら
な
ら
と
い
う
点
に
あ
っ
た
」
。
戦
後
の
日
本
に
「
混
乱
」
が
起
っ
た
原
因
は
、

①
自
衛
隊
を
持
つ
ζ

と
や
「
日
の
丸
」
・
「
君
が
代
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
平
和
主
義
に
反
す
る
と
い
う
人
が
残
っ
て
い
る
、
②
個
人
の
人
権

を
主
張
し
人
権
の
共
存
毎
考
え
な
い
混
乱
が
生
ま
れ
て
い
る
、
③
「
家
」
が
持
っ
て
い
た
親
孝
行
な
ど
の
良
さ
ま
で
流
し
去
ら
れ
た
、
な
ど
に

あ
る
。
(
同
月
一
一
三
日
付
)

社
会
、
家
庭
、

国
の
中
で
の
立
派
な
人
闘
を

国
際
環
境
が

む
す
び
に
か
え
て

以
上
を
要
す
る
に
、
私
は
、
国
務
大
臣
が
憲
法
改
正
の
必
要
と
理
由
を
説
く
ζ

と
自
体
ー
ー
さ
ら
に
は
内
閣
が
政
策
と
し
て
改
憲
を
か

か
げ
る
こ
と
自
体
ー
ー
が
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
九
六
条
の
解
釈
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
ち
に
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
核
心
は
、
ま
さ
に
、
憲
法
的
価
値
に
対
し
て
と
る
態
度
、
す
な
わ
ち
憲
法

の
尊
厳
へ
の
誠
実
の
有
無
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
憲
法
改
正
限
界
論
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
憲
法
自
身
が
許
容
し
か

っ
期
待
し
て
い
る
「
改
正
」
の
範
囲
と
内
容
を
と
も
な
っ
た
改
憲
論
議
、
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
の
基
本
原
理
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
方
向
で



憲
法
典
を
歴
史
的
に
進
歩
さ
せ
る
た
め
の
論
議
は
、
九
九
条
に
適
合
し
て
お
り
こ
そ
す
れ
そ
の
違
反
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

憲
法
の
尊
厳
に
敵
対
す
る
改
憲
言
動
は
、

よ
い
で
あ
ろ
う
。

逆
に
、

た
と
え
尊
重
擁
護
の
外
観
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
九
九
条

と
到
底
相
容
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
憲
法
の
基
本
原
理
を
発
展
さ
せ
る
方
向
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
把
握
す
る

こ
と
は
容
易
な
課
題
で
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、

九
九
条
の
一
示
す
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
見
わ

け
る
法
律
観
と
歴
史
観
の
双
方
に
ま
た
が
る
賢
明
さ
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

(
一
九
八
一
年
一

O
月
三
日

脱
稿
)
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